
議第１３号議案  

  

   横浜市平和事業の推進に関する条例の制定  

  

 横浜市平和事業の推進に関する条例を次のように定める。       

  

   平成３０年２月１６日提出  

   

    横浜市会議員  

      荒  木  由美子     岩  崎  ひろし     宇佐美  さやか   

      大  貫  憲  夫     河  治  民  夫     北  谷  ま  り   

      白  井  正  子     古  谷  靖  彦     み  わ  智恵美  

     

 



横 浜 市 条 例 （ 番 号 ）  

横 浜 市 平 和 事 業 の 推 進 に 関 す る 条 例  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 横 浜 市 会 （ 以 下 「 市 会 」 と い う 。） の 平 和 都 市 に 関 す る 決

議 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 横 浜 市 （ 以 下 「 市 」 と い う 。） の 平 和 行 政 の 基 本 原 則 及 び

平 和 事 業 の 推 進 に つ い て 定 め 、 も っ て 市 民 の 平 和 で 安 全 な 生 活 の 維 持 向 上 に 資

す る こ と を 目 的 と す る 。  

 （ 基 本 原 則 ）  

第 ２ 条  市 は 、 前 条 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 不 断 の 努 力 を す る と と も に 、 市 民 と

協 働 し て 平 和 事 業 を 推 進 す る も の と す る 。  

２  市 は 、 核 兵 器 廃 絶 の 実 現 に 向 け て 国 内 外 の 都 市 等 と の 連 携 を 深 め る も の と す

る 。  

 （ 平 和 事 業 ）  

第 ３ 条  市 は 、 前 条 の 基 本 原 則 に 基 づ き 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 と し て 、 平 和 事

業 を 行 う も の と す る 。  

(1) 日 本 国 憲 法 に 規 定 す る 平 和 及 び 核 兵 器 廃 絶 の 意 義 を 普 及 す る こ と 。 

(2) 平 和 及 び 核 兵 器 廃 絶 に 関 す る 情 報 及 び 資 料 を 収 集 し 、 展 示 し 、 及 び 提 供 す

る こ と 。 

(3) 核 兵 器 廃 絶 の 実 現 に 向 け て 他 の 都 市 等 と 平 和 に 関 す る 交 流 を す る こ と 。 

(4) 平 和 に 関 す る 行 事 を 実 施 す る こ と 。 

(5) そ の 他 こ の 条 例 の 趣 旨 に 基 づ き 市 長 が 必 要 と 認 め る こ と 。 

 （ 市 会 へ の 報 告 ）  

第 ４ 条  市 長 は 、 毎 年 、 市 会 に 平 和 事 業 の 実 施 状 況 を 報 告 す る も の と す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 ５ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 定 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

   提  案  理  由  

横 浜 市 会 の 平 和 都 市 に 関 す る 決 議 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 横 浜 市 の 平 和 行 政 の 基 本 原



則 及 び 平 和 事 業 の 推 進 に つ い て 定 め 、 も っ て 市 民 の 平 和 で 安 全 な 生 活 の 維 持 向 上

に 資 す る た め 、 横 浜 市 平 和 事 業 の 推 進 に 関 す る 条 例 を 制 定 し た い の で 提 案 す る 。  
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